
学校と地域でつくる
子どもたちの学びと未来

～支援から協働へ 未来を拓く地域貢献活動～
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分科会１
地域とともにある学校づくり

小学校・中学校



本日の発表

１ コミュニティ・スクール活動の実態と
伯耆町の教育
①コミュニティ・スクール活動アンケ
ートの結果

②HK３０プランと３rdステージ

２ 地域貢献活動の推進
①学びの成果を地域に開く
②地域貢献活動と「ゆめネット」

３ 今後への期待と課題
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鳥取県伯耆町の紹介

全国コミュニティ・
スクール研究大会

by 南部町

５３６３人 ４９４９人

１０３１２人

（令和５年１１月１日現在）
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鳥取県伯耆町の紹介
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岸本中学校

岸本小学校
八郷小学校

溝口小学校 溝口中学校

二部小学校

伯
耆
町
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

めざす児童・
生徒像の策定
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学校名 岸本小 八郷小 岸本中 二部小 溝口小 溝口中

設置年度 H23 H23 H30 H30 H25 H28

児童
生徒数

３２８名 ４０名 １９７名 ３４名 ９３名 ８９名

委員数 １５名 １５名 １５名 １５名 １５名
１４名

年間
開催回数

６回 ６回 ５回 ６回 ６回 ６回

保育所 こしき保育所、ふたば保育所、あさひ保育所 溝口保育所

校区 岸本中学校区 溝口中学校区

伯耆町立小学校（４校）中学校（２校） 学校運営協議会基本情報

地域の存続、学校の存続を危惧する声が、少なくない。 5



西伯郡小学校 自己肯定感アンケート 全児童 （R2.1）%

No 質問 岸本小 西伯郡

１ 最後までやりとげて、うれしかった ９０ ８９

２ 失敗をおそれないで挑戦している ８２ ８１

３ 自分には、よいところがある ８２ ７９

４ 自分の考えを発表することは好き ５８ ５７

５ 友達の話を最後まで聞いている ９３ ９１

６ 夢や目標をもっている ８４ ８６

７ 学校に行くのは楽しい ８８ ８１

８ みんなで何かをやりとげて、うれしかった ９１ ８５

９ こまっている人を助けている ８４ ８３

１０ 話を聞いてくれる人がいる ９３ ９１

＋３％以上郡を上回る肯定的回答 郡を下回る

児童・生徒の実態
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児童・生徒の実態

多様性を認める つながる
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小５・６年、中学生  
   ４３９名 

保護者 ３０６名 
教職員 ７９名 
CS委員 ５４名 

コミュニティ・スクールの活動に関するアンケート 令和５年２月実施 

（参考：文部科学省CSポートフォリオ） 

保護者 教職員児童生徒

学校運営協議会委員

実施：伯耆町教育委員会
対象：町内全小中学校
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地域への愛着

地域とともにある
学校という認識

地域への
帰属意識

地域貢献
の意識

育てたい
子ども像
の共有

子どもの
意見を反映

地域・子ども
学校・保護者

の交流 ⇒ 信頼

企画・熟議
実行・役割分担
情報共有・発信
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１ コミュニティ・スクール活動の実態と伯耆町の教育

HK３０プラン ステージ図

年度 ステージ 段階 目標等 備考

平成２６年度
２７年度
２８年度
２９年度

１ｓｔ 保小中一貫教育の整備・運用

学校運営協議会導入準備完了 一貫カリキュラム完成

平成３０年度
令和 元年度

２年度
３年度
４年度
５年度

２ｎｄ
伯耆町教育ネットワーク会議の整備・運用

コロナ禍
コロナ禍
コロナ禍
一貫カリキュラム改訂

令和 ６年度
７年度
８年度

３ｒｄ A
B

伯耆I学習を中心とした地域学習の展開①
伯耆I学習を中心とした地域学習の展開② 一貫カリキュラム改訂

令和 ９年度
１０年度
１１年度

４ｔｈ C
D

保小中一貫教育を中心した学力づくり展開①
保小中一貫教育を中心した学力づくり展開②

一貫カリキュラム改訂

全学校がコミュニティ・スクールとなる
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12

社会に開かれた教育課程 伯耆I学習

２ 地域貢献活動の推進 ①学びの成果を地域に開く

課題 学びの成果を地域に返す学習段階の充実
１課題の設定 ２情報の収集 ３整理・分析 ４まとめ・表現 ⇔表現の工夫

※地域に返す表現の工夫

〇よりよい社会を創るという目標を共有する社会と連携・協働しながら、未来の担い手を創る。
〇「地域学習」と「生き方学習」の２軸で構成する。
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２ 地域貢献活動の推進 ①学びの成果を地域に開く
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２ 地域貢献活動の推進 ①学びの成果を地域に開く

伯耆I学習の「まとめ・表現」の段階の工夫が充実してきた

・児童生徒の考えを重視 ⇔ 総合表現・ものづくりを工夫、発信の相手（地域）を意識
・学習支援活動の段階の変化（課題設定、情報収集、整理・分析 ＋ まとめ・表現）

③ 児童・生徒に力をつけていくこと（見える学力、見えない学力）が重要と随時、説明

① 学校運営方針の承認のための協議、学校関係者評価の作成の中で重視

①学校運営協議会の関わり ②効果的な取組を行うための工夫 ③教育委員会の伴走支援

① 教職員との熟議の中で、地域の学習素材、人材発掘、効果的な表現・発信方法について協議

② 公民館等の社会教育施設、ケーブルテレビ等の関係機関との連携

〇学習発表会で劇やまとめを紹介（発信の工夫）

〇育てたサケの稚魚やホタルの幼虫を放流（活動の工夫）

〇地域マップを作って各施設に掲示、学校HPで紹介（発信の相手を意識）

〇育てた米でお餅を作って、地域の人を招いて収穫祭を企画（児童の考えを重視）

伯耆I学習

（例）小学校・・・体験的に学び、自分にできることを考えよう。
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２ 地域貢献活動の推進 ①学びの成果を地域に開く

荒廃農地で「ひまわり」を育てる

大山の原生林「ブナの苗木」を育てる

アンケート結果から課題を見つけ
全校集会で、各委員会が改善策を提案する
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２ 地域貢献活動の推進 ①学びの成果を地域に開く

学習成果の発信「しいたけ体操」二部小学校 伯耆町ケーブルテレビのCMとして、1か月間放映15



ゆめネット

伯耆I学習の学びの成果を地域に開く、返す。

中学生の希望者が、地域や団体等の行事や活
動にボランティアとして参加する。（学校が窓口）

地域に貢献する活動を通して、児童生徒の自己肯定感、自己有用感
を高め、地域の人々を元気にし、地域の活性化に寄与する。

２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」
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ゆめネットの原点

学校経営グランドデザイン

学校運営協議会委員の声
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ゆめネット・・・生徒の地域貢献活動

児童・生徒が、地域や団体等の行事の補助や作業の手伝い等の体験をとおして、
大人の世界との接点を発見することができる。

児童・生徒が地域の大人（職業人）との交流をとおして、働くことの意義を理解し、
自分と地域社会とのつながりについて考えることができる。

２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」

児童・生徒が地域で活躍することで、地域に貢献し、地域の活性化を図り、地域の
人々を元気にすることができる。

中学生の希望者が、休日等に参加する。当日の指導、安全確保をお願いする。

目的・方法
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２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」
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２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」
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１０月 １６日
（月）

１７日
（火）

１８日
（水）

１９日
（木）

２０日
（金）

９時 商工会
青年部 溝口中 産業課 野坂農園

１０時 森田農園 岸本中 岸本公民館 総務課 福祉課

１１時 社会福祉
協議会

二部活性化
推進機構

昼
１３時 文化センター 日光地区

協議会
スマイリース
ポーツクラブ

１４時 たくしクラブ 写真美術館

１５時 岸本児童
クラブ

八郷児童
クラブ 図書館 溝口公民館 溝口児童

クラブ

地域貢献活動受入れ予定団体 訪問計画

２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」

公の団体・施設等を中心に、２１機関に依頼。 ⇒ １７事業（４８の活動機会を受託）
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２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」
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伯耆町地域学校協働本部

２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」

登録ボランティア
２１１名 商工会

観光協会

社会福祉
協議会

文化センター

森田農園

野坂農園

総務課

産業課

日光地区
協議会

スマイ
リース
ポーツ
クラブ

岸本公民館

二部公民館

日光公民館 溝口公民館

二部活性化
推進機構

たくし
クラブ

写真美術館

児童クラブ

福祉課

小中学校

保育所
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地域・自治会  商店・企業・農家 ほか

★学校と地域でつくる 子どもたちの学びと未来

学 校

公民館・図書館 スポーツ公園
文化センター

美術館

地域活性化推進機構／地区協議会

児童クラブ・保育所 放課後子供教室・未来塾

PTA協議会 青少年育成町民会議

社会福祉協議会 商工会 観光協会

２ 地域貢献活動の推進 ②地域貢献活動と「ゆめネット」

役場 関係各課
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27
３ 今後への期待と課題
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３ 今後への期待と課題
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３ 今後への期待と課題

●期待と■課題

①学びの成果を地域に開く

●子どもたちの人間力、地域への帰属意識の高まり
●総合的な学習の各学習段階の充実
●ふるさとキャリア教育の、小中段階のねらいを達成

■伯耆I学習 ⇒各小学校、各中学校の取組みになっている。
⇒中学校区の拡大熟議で内容、方法、人材等を検討 
⇒保小中一貫教育として、カリキュラムマネジメント

学校運営協議会の関わりが必要
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３ 今後への期待と課題

●期待と■課題

②中学生の地域貢献活動

●地域からの期待は大きい。企画・運営に携わってほしい。
●社会教育担当経験者が役場内の随所（協力者）にいる。

思わぬアイデアの提案がある。
●高校生年代への広がりを期待 ⇒地域を元気にしてほしい。
●中学生の声、発想を生かす ⇒ 貢献活動の幅が広がる。
●部活動の地域移行 ⇒ 趣旨は違うが、地域で育てる一つ。

■教育課程と連携した取組みに進化させる。＝伯耆I学習と連
携 ⇒ 社会に開かれた教育課程 ⇒ 持続可能な取組み

学校運営協議会の関わりが必要
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た
ち
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チ
カ
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を
地
域
に

学校運営
協議会

学校と地域でつくる 子どもたちの学びと未来

地
域
の
チ
カ
ラ
を
学
校
に

地域学校協働本部

アクションプラン

て
ご
ネ
ッ
ト

ゆ
め
ネ
ッ
ト

保小中一貫教育

社会に開かれた教育課程
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コミュニティ・スクール

人づくりは まちづくり

まちづくりは 未来づくり

未来づくりは 教育から

学校と地域でつくる 子どもたちの学びと未来

31



学校と地域でつくる 子どもたちの学びと未来

32



学校と地域でつくる 子どもたちの学びと未来
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ご清聴ありがとうございました
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